
平成２７年（２０１５年）７月２６日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ８

この市議会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と低VOCインキを使用しています。
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　会派は、政策を中心とした理念を共有する議員で構成されています。小平市
議会では、議会基本条例第４条で議会活動を行うため、会派を結成することが
できると定められています。２人以上の議員をもって会派を構成することがで
きます。 ○＝幹事長

議 場 議 席 図議 場 議 席議 場 議 席 図図

  政和会（８人） 
○小野　高一　磯山　　亮　伊藤　　央
　川里　春治　佐野　郁夫　永田　政弘
　松岡　　篤　宮寺　賢一

  フォーラム小平（６人） 
○滝口　幸一　石毛航太郎　小林　洋子
　竹井ようこ　中江　みわ　吉本ゆうすけ

  生活者ネットワーク（３人） 
○日向美砂子　さとう悦子　平野ひろみ 

  市議会公明党（６人） 
○津本　裕子　浅倉　成樹　 川　　浩
　佐藤　　徹　山岸真知子　幸田　昌之

  日本共産党小平市議団（４人） 
○佐藤　　充　吉瀨恵美子　木村まゆみ
　細谷　　正
 《無会派》
  緑の党こだいら（１人） 
　橋本　久雄

会 派 の 構 成会 派 の 構会 派 の 構 成成

 

２３日　三多摩上下水及び道路建設促進協議会第２委
員会

２７日　三多摩上下水及び道路建設促進協議会第３委
員会

 大阪府泉大津市議会議員視察来庁（議会改革、
議会基本条例施行後の議会運営について）

２９日　東京都後期高齢者医療広域連合議会
 

２日　総務委員会
 三多摩上下水及び道路建設促進協議会第１委

員会
 野火止用水保全対策協議会
３日　生活文教委員会（市内視察）
４日　厚生委員会（市内視察）
５日　建設委員会（国分寺市視察）
６日　全員協議会
 市議会議員研修会
１０日　東京都市議会議員研修会
 東京都十一市競輪事業組合議会
 東京都四市競艇事業組合議会
１２日　荒川区・あきる野市・神奈川県逗子市議会議

員視察来庁（小平市のコミュニティタクシー
事業、なかまちテラスについて）

１３日　湖南衛生組合議会
 多摩六都科学館組合議会
１６日　幹事長会議
 宮崎県高千穂町議会議員視察来庁（議会改革

（議会活性化等）、議会報告会について）
１８日　小平・村山・大和衛生組合議会
１９日　議会運営委員会
２０日　東京たま広域資源循環組合議会
 多摩北部都市広域行政圏協議会審議会
２３日　昭和病院企業団議会
２４日　３月定例会初日
２５日　３月定例会２日目（一般質問）
２６日　３月定例会３日目（一般質問）
２７日　３月定例会４日目（一般質問）
 

２日　代表質問
３日　一般会計予算特別委員会
４日　一般会計予算特別委員会
５日　一般会計予算特別委員会
６日　特別会計予算特別委員会
９日　総務委員会
１０日　生活文教委員会
１１日　厚生委員会
１２日　建設委員会
１８日　幹事長会議
１９日　議会運営委員会
２４日　３月定例会最終日
 議会報編集委員会

1　　月

2　　月

3　　月

３０日　東京都十一市競輪事業組合議会臨時会
 東京都四市競艇事業組合議会臨時会
 

１４日　議会報編集委員会
１５日　島根県浜田市議会視察来庁（議会報告会につ

いて）
３０日　世話人会議
 

７日　幹事長会議
１４日　幹事長会議
１５日　新議員研修会（１９日まで）
２０日　幹事長会議
２２日　５月臨時会
 東京都三多摩地区消防運営協議会
２９日　三多摩上下水及び道路建設促進協議会総会
 

１日　幹事長会議
４日　議会運営委員会
９日　６月定例会初日
１０日　６月定例会２日目（一般質問）
１１日　６月定例会３日目（一般質問）
１２日　６月定例会４日目（一般質問）
１５日　広聴広報特別委員会
１６日　総務委員会
１７日　生活文教委員会
１８日　厚生委員会
１９日　環境建設委員会
２２日　にぎわいまちづくり調査特別委員会
２３日　公共施設マネジメント調査特別委員会
２４日　幹事長会議
２５日　議会運営委員会
２６日　小平市都市計画マスタープラン全体構想特別

委員会
３０日　６月定例会最終日
 広聴広報特別委員会
 

１日　大阪府茨木市議会議員視察来庁（小平市空き
家等の適正な管理に関する条例について）

２日　小平・村山・大和衛生組合議会行政視察（静
岡県磐田市、神奈川県平塚市　３日まで）

 香川県坂出市議会議員視察来庁（市民協働事
業フォローアップ支援事業について）

６日　野火止用水保全対策協議会
８日　多摩六都科学館組合議会臨時会
 佐賀県伊万里市議会議員視察来庁（議会基本

条例の制定、市民と議会の意見交換会につい
て）

１３日　東京都十一市競輪事業組合議会
 東京都四市競艇事業組合議会
１４日　広聴広報特別委員会
２１日　湖南衛生組合議会臨時会

4　　月

5　　月

6　　月

7　　月

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

花
小
金
井
１
丁
目
４
番
の
マ
ン
シ
ョ
ン

開
発
計
画
に
つ
い
て

　

６
月
定
例
会
で
は
請
願
４
件
を
新
た
に
受
理
し
、
２
件
を
採
択
、
２
件
を
継
続
審

査
と
し
ま
し
た
。
陳
情
は
８
件
を
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執
行
機
関
に
陳
情
文
書
表

を
配
付
し
ま
し
た
。

　

採
択
し
た
請
願
の
請
願
事
項
及
び
継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
は
意
見
書
欄
に
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

良
好
な
住
環
境
や
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
住
民
と
開
発
事
業
者
と
が
十
分
に

協
議
を
行
い
、
小
平
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
小
平
市
開
発
事
業
に
お
け
る

手
続
及
び
基
準
等
に
関
す
る
条
例
等
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
よ
う
、
市
と
し

て
引
き
続
き
助
言
等
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

請
願
者　

小
平
市
花
小
金
井
一
丁
目　

は
な
こ
・
住
と
景
観
を
守
る
会

中
島　

宏
子　

外
５
人

閉
会
中
継
続
審
査
の
請
願
一
覧

環
境
建
設
委
員
会

請
願
第
３
号　

原
発
に
依
存
し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
転
換
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

請
願
第
４
号　

小
平
市
立
中
央
公
園
横
の
樹
林
地
全
体
を
市
民
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て

意見書意見書意見書
６月定例会では３件の
意見書を可決し、関係
機関へ送付しました。

（要旨）

　

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と
し

て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政

庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
地
方
自
治
法
第　

条
）

９９

オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
基
地

配
備
計
画
の
撤
回
を

求

め

る

意

見

書

　

本
年
５
月　

日
、
日
米
両
政
府
は

１２

米
空
軍
の
垂
直
離
着
陸
輸
送
機
Ｃ
Ｖ

　

オ
ス
プ
レ
イ
を
横
田
基
地
に
配
備

２２す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
直
後
の
５
月　

日
に
ハ
ワ
イ

１８

州
の
ベ
ロ
ー
ズ
空
軍
基
地
で
、
垂
直

離
着
陸
輸
送
機
Ｍ
Ｖ　

オ
ス
プ
レ
イ

２２

１
機
が
着
陸
に
失
敗
し
、
死
亡
者
及

び
複
数
の
負
傷
者
が
出
る
事
故
が
発

生
し
た
と
の
報
道
が
あ
り
、
市
民
の

不
安
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
垂
直
離
着

陸
輸
送
機
Ｃ
Ｖ　

オ
ス
プ
レ
イ
を
横

２２

田
基
地
に
配
備
す
る
計
画
の
撤
回
を

求
め
る
と
と
も
に
、
関
係
行
政
庁
に

対
し
、
米
国
政
府
に
こ
の
こ
と
を
強

く
求
め
る
よ
う
要
請
し
ま
す
。

　

内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
、
防

衛
大
臣
あ
て

 　

安
倍
首
相
は
、
４
月
末
に
訪
米
し

た
際
、
米
議
会
で
演
説
し
、「
こ
の
夏

ま
で
」
に
国
際
平
和
支
援
法
案
及
び

今
国
会
に
提
出
さ
れ
た

安
全
保
障
法
制
関
連
法
案
に

つ
い
て
議
論
を
尽
く
す
よ
う

求

め

る

意

見

書

武
力
攻
撃
事
態
法
改
正
案
な
ど　

法
１０

案
を
ま
と
め
た
い
わ
ゆ
る
一
括
法
案

を
成
立
さ
せ
る
と
発
言
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
的
要
請
に

応
え
る
誓
約
を
し
ま
し
た
。

　

米
軍
が
他
国
に
対
し
軍
事
行
動
を

起
こ
し
た
際
に
自
衛
隊
が
「
切
れ
目

な
く
」
支
援
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
強
く
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
関
係
行
政

庁
に
対
し
、
今
国
会
に
提
出
さ
れ
た

安
全
保
障
法
制
関
連
法
案
に
つ
い
て

議
論
を
尽
く
す
よ
う
求
め
ま
す
。

　

内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
、
防

衛
大
臣
あ
て

 　

沖
縄
県
民
は
昨
年
実
施
さ
れ
た
名

護
市
長
選
挙
、
沖
縄
県
知
事
選
挙
及

び
衆
議
院
議
員
選
挙
で
、
米
軍
普
天

間
飛
行
場
の
移
設
を
め
ぐ
り
、
辺
野

古
へ
の
新
基
地
建
設
に
反
対
す
る
意

思
を
示
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
政
府
は
こ
う
し
た
結
果

を
無
視
し
、
新
基
地
の
建
設
を
強
行

し
て
い
ま
す
。

政
府
は
沖
縄
県
民
の
意
思
を

真
摯
に
受
け
と
め
、
辺
野
古
新

基
地
建
設
を
中
止
す
る
こ
と
を

求

め

る

意

見

書
　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

関
係
行
政
庁
に
対
し
、
次
の
事
項
を

実
現
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

１　

強
引
な
辺
野
古
新
基
地
建
設
を

中
止
す
る
こ
と
。

２　

沖
縄
の
声
を
真
摯
に
受
け
と
め
、

負
担
軽
減
策
の
た
め
の
話
し
合
い
を

沖
縄
県
と
行
う
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
防
衛
大
臣
あ
て

 
《
小
学
３
年
生
》

○
５
月　

日　

八
小　

人

２６

７９

○
５
月　

日　

十
五
小　

人

２９

８３

○
６
月
３
日　

二
小　

人
７７

○
６
月　

日　

九
小　

人

１５

９３

○
６
月　

日　

学
園
東
小　

人

１６

５８

鈴
木
小　

人
３５

○
６
月　

日　

七
小　

人

１８

１２５

○
６
月　

日　

十
一
小　

人

１９

１０１

議
場
見

議
場
見
学学

○
６
月　

日　

六
小　

人

２３

９５

十
三
小　

人
５６

○
６
月　

日　

十
小　

人

２５

１３０

三
小　

人
１０５

○
６
月　

日　

花
小
金
井
小　

人

２６

５６

○
７
月
９
日　

一
小　

人
６３

 　

本
号
か
ら
市
議
会
だ
よ
り
は
広
聴

広
報
特
別
委
員
会
で
の
編
集
と
な
り
、

新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　

市
議
会
の
活
動
に
つ
い
て
積
極
的

に
お
知
ら
せ
し
、
親
し
み
や
す
い
紙

面
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒　

儿　

小
平
市
小
川
町
二
丁
目

１８７

８７０１

１
３
３
３
番
地
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０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
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０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
７

FAX あ
と
が

あ
と
が
きき

　世界の恒久平和は、人類共
通の願いである。しかし、核
軍備拡大競争及び通常兵器の
軍備拡大競争は一段と激化
し、世界各地で武力紛争が絶
え間なく続き核戦争の脅威が
迫っている。
　我が国は、世界唯一の核被
爆国であることにかんがみ、
小平市議会は、すべての国の
核兵器に反対し非核三原則を
堅持し、人類永遠の平和のた
め努力することを決意し非核
都市を宣言する。

昭和58年３月３日
小平市議会

※この宣言は、昭和58年３月定例
会において議員から提案され全会
一致で可決されたものです。

小平市非核都市宣言 議 会 日 誌議 会 日議 会 日 誌誌 〔　　　　〕1月21日〜7月21日
本会議、委員会、諸会議など


